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1　は　じ　め　に

秋田県のミョウガの作型は，7月上旬～8月下旬に収穫

する早出し栽培と．8月上旬～9月中旬に収穫する露地栽

培があるが，その後に続く作型の確立が求められている。

前報6）では，10～11月に収穫する遅出し栽培での，定植時

期と電照の効果について報じたが，今回は電照開始時期と

花蕾の収穫期，収量，品質について報告する。

2　試　験　方　法

（1）試験場所　秋田県農試ファイロンハウス（無加温，

細粒灰色低地土，遮光率50％，330Ⅰポ）

（2）供試系統　能代在来（夏ミョウガ，早生）

（3）試験区の構成

電照開始時期：①主茎葉数4棄期（5月26日），②8彙

期（6月14日），③10糞期（7月1日），④12糞期（7月15

日），⑤無電照

電照は100W白熱電球を用い，地上2m，10W／誠，3

時間（22：00－1：00）の暗期中断処理を収穫終了時まで

行った。

（4）耕種概要

1）株伏せ込み　4月10日　　2）定植　5月11日

3）栽植様式　畝間140cm，株間20皿，2条並列

4）施肥量（短／a）植付時に基肥としてN，P205，

K。0各1を全層施肥し，追肥は主茎秦数8，16枚時にN，

K20各0．5を施用した。

3　試験結果及び考案

（1）生育

収穫期の主茎葉数は区間差が認められなかったが，4葉

期からの電照区では草丈が他よりやや大きく，特に偽茎数

は遅くまで増加し．他より約50％多く（図1），草員が最

も勝った。次いで8糞期からの電照区で草量が多かったが－

その他の区は差がなかった。

花芽分化は，無電照区では7月中旬，主茎葉数12枚頃に．

4葉期からの電照区では7月下旬，主茎糞数13－14枚頃に

確認された。
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図1　電照処理による偽茎数の推移

（2）収穫期

収穫は各区とも9月中旬から始まった。収穫量の推移を

図2に示した。無電照区は9月下旬にピークがあり，10月

以降は急激に減少したが．電照の各区ではピークが10月中

旬となった。電照処理区間では開始時期によって様相が異

なり，12糞期ではピーク前の収量が多く．ピークは低く，

以降は少なくなった。10菓期ではピーク前が少なく，ピー

クが高く，以降は少なくなった。8葉期ではピーク前がほ

とんどなく，ピークは最も低く，以降減少した。以上12彙

期から8糞期までの花蕾発生は，電照開始時期が早いほど

遅くなる傾向にあった。4菓期からの電照区ではピークが

高く，前後ほぼ均等に分布し．目標収穫時期に集中した。

（3）収量，品質

収量，品質について表1に示した。当作型での目標期間

である10，11月の収量は，4葉期＞10葉期＞12葉期＞8葉

期＞無電照の順となった。収穫物の品質は，4薫期からの

電照でA品率，1個重とも大きく，8糞期が最も低かった。

8棄期処理で収量・品質が低下した理由としては，生育

促進が十分でなく，出蕾だけが遅くなったことにより，気

温が低下し生育の停滞する10月下旬以降に出雷できなかっ

たためと考えられる。
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図2　電照処理による収量の推移

表1電昭処理と収量】），品質

電昭　全期間　　　　　　　　10月以降
開始　収量　収夏　1倍重　5g以上色つき品質割合（％）
時期（g／d）（g／d）（g／個）雛（％）A品　B品　外品
4斐期　1，1321，097　9．0　　85　　72　　25　　3
8藁期　　512　　503　7．7　　70　　54　　41　5
lt慄期　　952　　890　8．4　　79　　64　　33　　3

12菓期　　920　　784　9．1　79　　67　　22　11

無電昭　　724　　22110．3　93　　83　11　6

注，1）5g以上の花蕾

以上の結果，目標とする10，11月の収量は4彙期からの

電照が最も多く，品質も良かった。

（4）考察

太田1’，安谷屋ら】‘2’は，ミョウガは日長12時間以下の

短日条件で茎葉生育が抑札花芽の発達が阻害され，休眠

に入り，14時間以上では正常に生育し，花芽は連続的に分

化，発達すると報告している。また，前田3）は10月定植の

場合4葉期からの電照で生育が促進されたと報告している。

本試験では定植以降の日長は．5月中旬～8月中旬まで14

時間以上であり，生育に関して抑制的に働くものではない。

それでも5月下旬（4薫期）からの電照処矧こより生育促

進効果が認められたのは，ミョウガには，生育や花芽分化

に関して限界日長が存在しない（太田4））ためと考えられ

る。島村5）は，自然日長と長日処理で葉齢，草丈には変化

はないが．後者で偽茎数が多くなると報告しており，当試

験と一致する。

無電照の花芽分化は12彙頃に起こるが，無電照区より12

葉期区の収穫期が遅くなったことは，分化後の電照により

出蕾までの期間が延びたためと考えられる。また，分化前

の8，10葉期からの電照では生育促進効果が小さかったこ

とから，電照効果の発現には，ある程度の時間がかかると

考えられる。

4　ま　と　め

施設を利用した遅出しミョウガの栽培について，電照開

始時期と花蕾の収穫期，収量，品質を検討したところ，4

菓期からの電照処理で生育が促進され，目標とする10－11

月の収量が最も多くなった。
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